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合併後調整することとした事項の調整の進捗状況                     資料３                         
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項  目 新発田市・豊浦町 
新発田市・紫雲寺町・ 

加治川村 
調整結果 

２０ 各種事務事業の取扱い 
（２） 福祉関係 

１ 
地域ふれ

あいルー

ム事業 

 
豊浦町の制度は、当分の

間、現行どおりとする。

合併後は、豊浦地区のふ

れあいルームの増設を

図り、新発田市の制度に

移行する。 
 

当分の間、３市町村の現行

のとおりとし、新市におい

て、ふれあいルーム増設の

方向で調整する。 

（豊紫加） 
調整中。 
なお、合併後の全体計画を検討中。 

２ 定期バス
運行事業 

  
当分の間、継続して実施す

る。ただし、内容について

は、新市で調整する。 
 

（紫加）調整中 
 

（４） 建設関係 

３ 公共下水
道使用料 

 
新発田市の制度を適用

する。ただし、豊浦町の

特定環境保全公共下水

道使用料については、当

分の間、現行の料金体系

とし、次期下水道使用料

の改定時までに合理的

な体系を検討する。 
 

 （豊）調整中 
  

（５） 教育関係 

４ 冬期バス運
行事業  

平成 17 年度は現行のとお
りとし、平成 18年度以降は
新市で調整する。 
 

（紫加） 
児童生徒の通学安全確保の必要性を認め運

行事業を継続。 

５ 

 
紫雲寺町の

小学校交流

事業 
 

 当分の間、現行のとおりと

し、新市で調整する。 

（紫加） 
交流先自治体、須坂市教育委員会から各小学

校を一巡するまで継続要望あり。（H26.3） 



道路・
街路等

農業
基盤

河川
下水道・
農集排

学校
関係

その他 小計

31 2 　 2 12 10 57 14 1 72

（30） （2） （1） （9） （9） （51） （14） （1） （66）

20 9 10 5 8 10 62 1 63

（18） （9） （8） （5） （9） （11） （60） （1） （61）

5 2 2 1 10 10

（8） （4） （1） （4） （1） （18） （18）

9 2 2 13 13

（9） （2） （2） （13） （13）

3 4 7 1 8

（3） （4） （7） （1） 　 （8）

1 1 2 2

（1） （1） （2） （2）

69 12 14 7 22 27 151 16 1 168

（69） （12） （14） （7） （22） （27） （151） （16） （1） （168）

合併建設計画登載事業等の進捗状況一覧

投資的
経費
以外

建設
計画
以外

計

投資的経費事業

※カッコの数字は前年度数値です。

完了済の事業

実施中の事業

特例期間内に実施す
る事業

特例期間後事業

他の事業により解消
見込みの事業

廃止

合　　計

実施状況

区　　分

資料４－１



○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

№

1 国道４６０号交通安全事業（竹俣万代～天王）

2 国道460号道路整備事業

3
新栄町荒町線（新発田南バイパス）整備事業（国道
460号～290号）

4
主要地方道新発田津川線（五十公野バイパス）整備
事業

5
主要地方道新発田津川線（五十公野バイパス）整備
事業（県事業を市事業への変更）

6 主要地方道　住吉上館線整備事業

7 県道豊栄天王線整備事業

8 県道豊浦笹岡線整備事業

9 街路事業　西新発田五十公野線（本町工区）

10 県営広域営農団地農道整備事業（北蒲原東部地区）

11 県営広域関連農道整備事業（天王２期地区）

12 県営農村自然環境整備事業（豊栄地区）

13
まちづくり総合支援事業 街路事業（中央町緑町線
交流センター前工区・裁判所工区）

14 街路事業　西新発田五十公野線　（住吉工区）

15
街路・道路事業 五十公野公園荒町線（荒町～豊
町）

16 市道改良事業（西新発田駅竹ヶ花線)

17 市道改良事業（本田線）

18 市道改良事業（松原線）

19 市道改良事業（荒屋敷線）

20 市道改良事業（戸板沢線）

21 市道改良事業（乙次下中ノ目竹ヶ花線）

22 市道改良事業（四島線）

※投資的経費事業

　●

○

○

○

 
一部区間整備完了。その他区間の豊浦工
業団地の車輌通過⇒五十公野バイパス整
備で解消見込み

○

○

●

○

○

○

○

○

　要　望

○

○

○

○

○

　要　望

○

○

○

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

道 路 ・ 街 路 ・ 農 道 整 備 関 係 事 業 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

期間内 期間後 説　　　　　明

　要　望

○

資料４－２
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○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

23 市道改良事業（大月八万前新田線）

24 市道改良事業（下本田滝沢線）

25 市道改良事業（竹ヶ花表線）

26 市道改良事業（荒川線）

27 市道改良事業（豊浦工業団地豊町線）

28 市道改良事業（太斉荒町線）

29 市道改良事業（川崎中浦線）

30 消雪パイプ整備事業

31 市街地雨水排水整備事業

32 ふるさと農道緊急整備事業（下中ノ目西簔口線）

33 長堤十里加治川の桜みち整備事業

34 街路事業　本町中田町線（新井田工区）

35 街路事業　本町中田町線（大手町工区）

36 歩道整備事業（主要地方道新発田紫雲寺線）

37
道路整備事業（主要地方道新潟新発田村上線・紫雲
寺橋）

38 道路整備事業（県道次第浜新発田線）

39 道路整備事業（県道紫雲寺菅谷線）

40 広域営農団地農道整備事業（下越中部２期地区）

41
県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業
（苔実・北成田地区）

42 県営一般農道整備事業（大中島地区）

43 県営一般農道整備事業（見透川地区）

44 県単ふるさと農道緊急整備事業（長者舘地区）

45 街路事業　西新発田五十公野線（緑町工区）

46 街路事業　西新発田五十公野線（富塚工区） 　○

○

　要　望

○

○

　西部農道協議会で廃止決定

○ 　要　望

○

○

　要　望

○ 　要　望

○

○

○

○

○

代替道路として乙次下中ノ目竹ヶ花線の整
備を完了し解消

○

○ ４路線整備済。残3路線は機械除雪で対応

○

五十公野バイパス、太斎荒町線整備で解
消

○

○

○

部分改修で対応。

○
豊栄方面へはバイパス(農道)整備済。本田
小前の県道豊浦笹岡線を整備要望

○ 　

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内 期間後 説　　　　　明

道 路 ・ 街 路 ・ 農 道 整 備 関 係 事 業 検　　討　　結　　果
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○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

47 道路事業　西新発田五十公野線（東豊工区）

48 街路事業　島潟荒町線（東新工区）

49 市道改良事業（中央町向中条線）

50 市道改良事業（復旧１号線）

51 市道改良事業（落堀川左岸線）

52 市道改良事業（河岸場二ツ山線）

53 市道改良事業（分水右岸線）

54 市道改良事業（診療所道線）

55 市道改良事業（中二ツ山道線）

56 市道改良事業（米子旧県道道線）

57 市道改良事業（小川１号線）

58 市道改良事業（二稲小路線）

59 市道改良事業（湖南下谷線）

60 市道改良事業（上草荷真野原線）

61 市道改良事業（上今泉向中条線）

62 市道改良事業（見透川左岸線）

63 市道改良事業（並松道線）

64 市道改良事業（分水右岸線[歩道整備]）

65 市道改良事業（中俵裏通金塚線）

66 市道改良事業（七葉小館野小路線）

67 水害対策事業　道路側溝整備（藤塚浜地区）

68 水害対策事業　道路側溝整備（金塚駅前地区）

69 新発田駅周辺整備事業

○

○

○

　

○

○ 　

○

○

交通量増加時点で検討

○

○

○

○

○

交通量増加時点で検討

他に道路あり
交通量増加時に検討

交差点改良と集落内側溝を中心に整備●

他に道路あり
交通量増加時に検討

○ 屋混みで拡幅無理。側溝中心に整備

○

○

○

○

○

○ 　

○

○

●

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内 期間後 説　　　　　明

道 路 ・ 街 路 ・ 農 道 整 備 関 係 事 業 検　　討　　結　　果

3



○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

70 県営ほ場整備事業（太斎地区）

71 県営ほ場整備事業（三悠乙見江地区）

72 県営ほ場整備事業（佐々木南部郷地区）

73 経営体育成基盤整備事業（坂井川右岸地区）

74 経営体育成基盤整備事業（紫雲寺地区）

75 経営体育成基盤整備事業（紫雲寺２期地区）

76 経営体育成基盤整備事業（浅潟清潟地区）

77 経営体育成基盤整備事業（復興地区）

78 経営体育成基盤整備事業（中川地区）

79 経営体育成基盤整備事業（加治川地区）

80 経営体育成基盤整備事業（金塚地区）

81 かんがい排水事業（胎内川沿岸地区） ○

○ 　

○

○

地元合意がまとまらず不成立

○

○

○

○

○

○

○

農　業　基　盤　整　備　関　係 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内 期間後 説　　　　　明
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○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

82 一級河川太田川改修事業

83 一級河川福島潟改修事業

84 一級河川荒川川改修事業

85 県営湛水防除事業（新発田東部地区）

86 県営湛水防除事業（大沢地区）＜中江川改修＞

87 国営附帯県営かんがい排水（農地防災排水）事業（吹切川）

88
国営附帯県営かんがい排水（農地防災排水）事業
（奥右衛門川）

89 地域用水環境整備事業（赤沼川周辺整備事業）

90 県営地域用水環境整備事業（加治川２期地区）

91 県営地域用水環境整備事業（阿房堀地区）

92 県営湛水防除事業（落堀川地区）

93 見透川河川改修事業

94 貝屋川（金山川）河川改修事業

95 金山川河川改修事業

№

96 公共下水道整備事業

97 特定環境保全公共下水道整備事業

98 農業集落排水整備事業（豊浦地区）

99 公共下水道事業（紫雲寺地区、加治川以西地区）

100 公共下水道事業（加治川地区）

101 農業集落排水事業（一般分合計）≪住田地区≫

102 し尿処理施設建設事業

○

○

●

●

○

万代地区・動木橋地区を公共下水道に振
替えて実施

○

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内

○

公 共 下 水 道・農 業 集 落 排 水 事 業 検　　討　　結　　果

説　　　　　明期間後

○

● 　要　望

○

○

○

　要　望

○

○

●

　要　望

○

○

○

　要　望

羽越線跨線橋から西新発田土地区画道路
まで。整備延長を縮小

　要　望

○

○

○

河　　川　　整　　備　　関　　係 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内 期間後 説　　　　　明

5



○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

103 学校施設整備事業（東中学校）

104 学校施設整備事業（住吉小学校）

105 学校施設整備事業（豊浦中学校）

106 学校施設整備事業（荒橋小学校）

107 学校施設整備事業（天王小学校）

108 学校施設整備事業（本田小学校）

109 七葉小学校整備事業

110 紫雲寺中学校整備事業

111 加治川地区統合小学校整備事業

112 共同調理場再編整備事業（西）

113 共同調理場再編整備事業（紫雲寺）

114 共同調理場再編整備事業（五十公野）

115 共同調理場再編整備事業（七葉）

116  五十公野小学校校舎、屋内体育館改築事業

117  川東小学校校舎、屋内体育館改築事業

118  佐々木小学校屋内体育館耐震補強事業

119  猿橋中学校校舎耐震・大規模改修事業

120  川東中学校屋内体育館改築事業

121  七葉中学校校舎、武道場耐震補強事業

122  佐々木中学校校舎、屋内体育館耐震補強事業

123  加治川中学校校舎、屋内体育館耐震補強事業

124 二葉小学校改築事業 ●

○

○

○ 　

○

○

　

期間後

　

○ 　

○ 　

　

● 　

　 ○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

説　　　　　明

●

○ 　

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内

学　校　関　係　整　備 検　　討　　結　　果

●

6



○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

125
地域水産物供給基盤整備事業（特定）　【松塚漁港
整備】

126 漁港利用調整事業(フィッシャリｰナ整備事業)

127 紫雲寺記念公園整備事業

128 水道施設監視制御システム構築事業

129 送水管整備事業

130 老朽管更新事業

131 国史跡　奥山荘城館遺跡　金山城館遺跡整備事業

132 地域交流施設整備事業

133 加治川地区公民館改築事業

134 農村振興総合整備事業

135 加治・中倉地区統合保育園整備事業

136 西園保育園・ひまわり学園移転整備事業

137
まちづくり総合支援事業　高次都市施設（地域交流セ
ンター）

138 土地区画整理事業　新発田駅前

139 児童センター分館整備事業

140 都市公園（真木山中央公園）補完整備事業

141 親水公園整備事業

142 文化遺産活用住民交流施設整備事業（湖月閣）

奥衛門川の整備で解消

○
計画は文化財復元でなく、交流施設。
まず入客増・知名度アップを図るべく、ソフ
ト事業に専念中

○

○

○

工事、換地はＨ22年度で完了。Ｈ23は清算
金にかかる事務を実施。事業完了は、全地
権者の清算が終了する平成28年度末の予
定。

○

○

○ 　

加治川庁舎活用。支所機能の中で実施

○

胎内市の整備手法や進捗状況を見ながら
調整

○

○

○

○

○

●

計画変更で実施

当面現状のまま

○

期間後 説　　　　　明

そ の 他 の 合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内
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○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

143 観光案内板設置整備事業

144 有機資源循環対策事業

145
森林病害虫等防除事業・保全松林健全化整備事業
（松くい虫防除事業）

146 防災基盤整備事業(豊浦)

147 消防防災施設整備事業(紫雲寺・加治川)

148 保健センター整備事業

149 青少年研修施設整備事業

150 庁舎建設事業

151 県立病院移転跡地活用事業 ○

既存施設の活用で工夫

○

○ 　

　

○

○

○

○

○

そ の 他 の 合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内 期間後 説　　　　　明
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○ ： 昨年度から実施状況に変更がないもの

事業名に網掛なし：市事業　　　事業名に網掛：県事業

【  合 併 建 設 計 画 登 載 事 業 の 進 捗 状 況  】

● ： 昨年度から実施状況に進捗がみられたもの（実施中→完了済になったもの、期間内→実施中になったもの等）

資料４－２

№

152 行政評価システム構築事業（豊浦）

153 行政評価システム構築事業（紫雲寺・加治川）

154 総合情報化推進事業（戸籍事務コンピューター事業）

155 総合情報化推進事業（固定資産税地番･家屋現況図デジタル化事業）

156 総合情報化推進事業（電算基幹システムの構築、電子自治体構築事業）

157 総合情報化推進事業（国民健康保険システム統一事業）

158 総合情報化推進事業（乳幼児医療費助成システム統一事業）

159 総合情報化推進事業（事務移行準備経費）

160 行政事務統一化事業（庁舎改修・支所設置事業）

161 行政事務統一化事業（議場改修事業）

162 行政事務統一化事業（観光案内板設置事業）

163 行政事務統一化事業（非常備消防設備等の統一）

164 行政事務統一化事業（合併記念式典開催事業）

165 情報化推進事業

166 ホームページ改定事業

167 固定資産現況調査事業

№

168 紫雲の郷館整備事業

合　　　　　計

期間後 説　　　　　明

○

完了済 実施中 期間内

合併建設計画以外の事業 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名

※投資的経費以外の事業

○

○

○ 　

○

○ 　

　

　

○ 　

○ 　

○

合併建設計画登載事業 検　　討　　結　　果

事　　　　　　業　　　　　　名 完了済 実施中 期間内 期間後 説　　　　　明

　

○ 　

○

○

○ 　

○

情報化推進事業と統合

完了済 実施中 期間内

○ 　

　

○ 　

期間後

72 63 10 13
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督料4-3

平
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十
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市
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会
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行

政

新
発
田
市
長

二
階
堂

馨



次
に
､
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
の
変
更
に
つ
い
て
､
ご
報
告

い
た
し
ま
す
｡

ご
承
知
の
と
お
り
､
合
併
特
例
債
は
､
合
併
建
設
計
画
に
基
づ
く

合
併
特
例
事
業
の
財
源
と
し
て
発
行
が
認
め
ら
れ
る
地
方
債
で
あ
り
､

平
成
十
七
年
の
紫
雲
寺
町
､
加
治
川
村
と
の
合
併
後
に
お
け
る
当
市

の
発
行
限
度
額
は
､
三
百
二
十
一
億
九
千
六
百
十
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
｡
こ
の
発
行
限
度
額
は
､
豊
浦
町
､
及
び
紫
雲
寺
町
･
加
治

川
村
と
の
二
段
階
の
合
併
を
一
つ
の
合
併
と
み
な
し
､
合
併
四
市
町

村
に
お
け
る
標
準
全
体
事
業
費
を
基
に
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す｡

こ
の
発
行
限
度
額
に
つ
い
て
､
算
定
方
法
の
変
更
が
あ
り
､
平
成

十
五
年
度
及
び
平
成
十
六
年
度
に
発
行
し
た
四
十
二
億
七
千
百
七
十

万
円
を
増
額
し
た
､
三
百
六
十
四
億
六
千
七
百
八
十
万
円
と
す
る
旨
､

九
月
四
日
付
け
で
新
潟
県
を
通
じ
て
総
務
省
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し

た｡

算
定
方
法
の
変
更
理
由
に
つ
い
て
は
､
総
務
省
か
ら
具
体
的
に
示

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
､
法
令
等
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
､

二
段
階
合
併
を
行
っ
た
合
併
団
体
に
対
す
る
財
政
上
の
配
慮
と
し
て
､

取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

こ
の
財
源
の
活
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
､
今
後
､
平
成
二
十

2



七
年
度
ま
で
の
間
､
小
･
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
や
市
庁
舎
建

設
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
控
え
て
い
る
中
､
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に
よ
り
､
当
市
に
お
い
て
も
基

幹
財
源
で
あ
る
市
税
収
入
は
減
少
し
､
一
方
で
社
会
福
祉
費
は
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
､
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
､
合
併
建
設
計
画
の
実
行
を
よ
り
確
実
な

も
の
と
し
､
併
せ
て
将
来
世
代
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
､

こ
の
財
源
は
有
効
に
活
用
す
べ
き
も
の
と
考
え
､
合
併
建
設
計
画
の

見
直
し
は
行
わ
な
い
方
向
で
､
現
在
計
画
し
て
い
る
事
業
の
財
源
と

し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
財
源
の
活
用
に
つ
い
て
は
､
今
後
行
う
財
政
計
画
の

見
直
し
に
反
映
し
､
二
月
定
例
会
に
お
い
て
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
｡

以
上
で
行
政
報
告
を
終
わ
り
ま
す
｡


